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▲ 写真１　備中櫓完成予想図�
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（７月１日現在）�
人　口　90,149  人（前月比＋30）�
　男　　42,990  人（同＋35）�
　女　　47,159  人（同△5）�
世帯数　35,131世帯（同＋48）�

６月中の異動数�

ひ と の 動 き�

市県民税２期�
国民健康保険料２期�
介護保険料３期�

  納期限：８月31日（火）�

今 月 の 納 税 �

出生　  85人、死亡　  50人�
転入　222人、転出　227人�月�

２００４�

　前々回、前回と備中櫓の名前の由来につ
いて検討しました。今回は、備中櫓の性格
について少し説明をします。
　備中櫓はその字のごとく、「櫓」という建
物です。櫓の歴史は古く、弥生時代の環濠
集落である吉野ヶ里遺跡（佐賀県）でも物
見櫓の柱穴が発見されています。また、平
安時代の『和名類聚妙』（10世紀ごろ）で
は「櫓」は「やぐら」と読んで城上の守り
の楼とし、「兵庫」を「つわものくら」と
読んで武器庫としています。
　近世城郭の「櫓」は、ふだんは食料や武
器などの軍需物資の倉庫として使用され、
有事には物見や攻撃の拠点となることから、
平安時代の「櫓」と「兵庫」の機能を併せ
持つ構造物であったといえます。
　次に、櫓の構造について見ていきます。
近世城郭の櫓の基本的な構造は、民家の土
蔵と同様に厚い土壁を塗り回したもので、
防火・防犯という点では倉庫に適しており、
内部も土間のままや板敷きの床がほとんど
でした。また、その外観については現存例
の多くが白塗喰総塗籠仕上げとなっています。
以上、簡単に櫓の歴史と概要について述べ
ました。

　では、備中櫓と一般的な櫓との比較をし
てみましょう。みなさんがすでに、あちら

こちらで目にしている備中櫓完成予想図では、
白漆喰仕上げでいかにも「櫓」という風情
です。ところが、実はこの絵とは反対側の
面（北面）の１階部分には濡れ縁が付属し
ており、部分的には障子戸が入るなど先ほ
ど述べた一般的な「倉庫」としての櫓とは、
若干異なった外観となっています。

　また、内装の仕上げも一般的な櫓とは随
分異なっています。というのは備中櫓の中
はいくつかの部屋に区切られていますが、
そのすべてが畳敷きであり、部屋を仕切る
襖には「唐紙（模様を刷り込んだ和紙）」
が使用され、かなり上質な仕上げとなって
いたことが分かります。そして、少なくと
も文化６年（1806）の火災以前の御殿図で
は備中櫓とこれに続く多聞櫓（長局）や到
来櫓の内部を御殿の一部として描いています。
　櫓内部を御殿の一部として利用する理由
については以前ここで指摘したとおり、津
山城の本丸御殿はその建築スペースが限ら
れていたからであり、必要な広さを確保す
るために櫓の内部まで御殿として利用して
いたためです。
　このように、城外から見ると「櫓」であ
りながら、内部は「御殿」建築。この点が
備中櫓の最大の特徴です。

▲ 写真２　施工中の備中櫓内部のようす�

8

かんごう�やよい�

わみょうるいじゅしょう�

しろしっくいそうぬりごめ�

ふすま�

ぬ�


